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 強く、しなやかな日本のために

今年２月の発足セミナーからスタートした一般社団法人国土強靱化研究所。二階俊博会長と林幹雄代表理事に

国土強靱化についてのこれまでの歩みとこれからについて伺いました。

◆一般社団法人国土強靱化研究所を設立の趣旨を教えてください。

林 代表理事
昨年１０月２７日に施行されました第５０回衆議院議員総選挙をもちまして、国土強靱化の産みの親でもある二階俊

博先生と共に出馬せずに、引退する決断に至りました。これまで、長きにわたり、ご支援、ご指導を賜りましたこと

に、この場を借りまして、改めて、感謝を申し上げます。ありがとうございました。

 思い返しますと、特に、平成２３年３月１１日の東日本大震災以降は、日本を災害から強く、しなやかな国土を創る
「国土強靱化」、東京一極集中の是正を図る「地方創生」を柱に、議員活動を行ってきました。昨年１月１日には、能

登半島地震が発生するなど、自然災害は激甚化・頻発化しています。先日、南海トラフ地震の新たな被害想定が発表さ

れました。また、首都直下地震の被害想定も本年中には取りまとめられる予定と聞いています。千島海溝型地震を加え

た巨大地震への対策、年々被害が大きくなっている台風や豪雨への備え等、自然災害への対応としての「国土強靱化」

は未だに道半ばです。また、2024年の合計特殊出生率が「過去最低1.15」となる見通しとの民間試算が報道されまし
た。石破内閣では、「若者や女性にも選ばれる地方」を創る、「楽しい日本」を地方で実現することを掲げています。

「令和の日本列島改造論」構想を具体的に実現するための道筋もまだ明確ではありません。そこで、共に政治家として

のライフワークであった国土強靱化と地方創生を引き続き強力に推進していく為、「一般社団法人 国土強靱化研究所」
を設立することにしました。

special interview
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special interview

これまで取り組んできた、国土強靱化について教えて

ください。

二階 会長
平成２３年３月１１日、未曾有の大災害となる東日本

大震災が発生しました。当時、自由民主党は野党でし

たが、同年１０月に、「国土強靱化総合調査会」を設置

し、「強く、しなやかな国土」を構築する「国土強靱

化」の取組みを始めたことは、皆さんご承知のことと

Âいます。国土強靱化については、これまで「p災・

Ü災、国土強靱化のための３か年緊ÎM±」（平成３０

～令U２年

j

「国土強靱化」と「地�é生」は»輪とのことです

が、その¤AÓと EÓについて教えてください。
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